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日
々
暑
さ
厳
し
き
折
、
市
民
の
皆

様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
は
自

治
会
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
５
月
か
ら
元
号
が

「
令
和
」
に
変
わ
り
、
新
た
な
時
代
が

始
ま
り
ま
し
た
。「
平
成
」
が
始
ま
っ

た
頃
は
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
一
般
に
は
あ
ま
り
普
及
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
や
、
こ
れ
ら

は
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
と
な
り
、
大
変
便
利
に
な
り
ま

し
た
。
当
時
、
こ
の
よ
う
な
世
の
中

に
な
る
と
想
像
で
き
た
人
が
、
は
た

し
て
ど
れ
程
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

今
後
も
技
術
の
進
歩
は
、「
令
和
」
の

時
代
に
お
い
て
、
我
々
の
生
活
を
よ

り
豊
か
に
し
て
い
く
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
近
年
、
地
域
の
つ

な
が
り
が
希
薄
に
な
り
、
自
治
会
の

維
持
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
所
も
あ
る

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
目
に

見
え
て
子
ど
も
が
少
な
く
な
り
、
高

齢
者
も
増
え
ま
し
た
。
行
政
で
も
危

機
感
を
持
っ
て
こ
の
対
策
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
そ
の
成
果
と
し
て
富
山

県
に
移
住
し
て
く
る
若
い
世
帯
が
増

え
て
い
る
と
い
う
、
明
る
い
兆
し
も

見
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
は
、
今
後

も
、
高
岡
市
の
み
な
ら
ず
、
全
国
的

に
確
実
に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。
こ

の
根
本
的
な
解
決
が
見
え
な
い
な
か

で
、
高
岡
市
で
は
、
子
ど
も
の
減
少

や
地
域
の
担
い
手
の
不
足
な
ど
の
時

代
の
変
化
に
応
じ
る
た
め
に
、
非
常

に
難
し
い
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

市
連
合
自
治
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
安
全
・
安
心
で
心
豊
か
な
生
活

の
実
現
の
た
め
に
、
地
域
の
活
性
化

が
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
、
地

域
の
諸
問
題
を
解
決
す
べ
く
心
し
て

活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
て
は
、

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

高
岡
市
連
合
自
治
会

会
長

杉
江　

幸
男

会
長
あ
い
さ
つ

編

集

後

記

◆

さ
る
６
月
12
日
に
、
高
岡
市
連
合
自
治
会

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
一
同
、
今

年
度
も
引
き
続
き
、
市
勢
の
発
展
の
た
め
に

努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆

市
内
36
校
下
（
地
区
）
に
は
様
々
な
伝
統

文
化
・
行
事
・
見
所
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、そ
の
中
か
ら
山
町
ヴ
ァ
レ
ー
（
平

米
）、
獅
子
舞
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
（
福

田
）、
外
国
籍
住
民
と
の
地
域
交
流
サ
ロ
ン

（
牧
野
）
に
つ
い
て
、
各
会
長
に
執
筆
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

◆

結
び
に
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
貴
重
な
原

稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
委
員

浦
田　

一
郎
（
記
）

 
 

小
栗　

久
雄

 
 

矢
竹　

有
至

 
 

澤
合　

文
雄

役
員
・
会
員
の
紹
介

会

長

杉
　
江
　
幸
　
男
（
東
五
位
）

副
会
長

（
総
務
）

大
　
坂
　
昭
　
輔
（
牧　

野
）

副
会
長

浦
　
田
　
一
　
郎
（
佐　

野
）

副
会
長

角
　
玄
　
富
　
雄
（
戸　

出
）

◎

副
会
長

髙
　
木
　
達
　
郎
（
野　

村
）

理

事

（
会
計
）

杉
　
森
　
利
　
二
（
守　

山
）

◎

理

事

宇
　
波
　
真
一
郎
（
定　

塚
）

◎

理

事

藤
　
田
　
晴
　
久
（
西　

条
）

理

事

山
　
口
　
征
　
市
（
二　

上
）

理

事

小
　
栗
　
久
　
雄
（
二　

塚
）

◎

理

事

森
　
田
　
和
　
夫
（
福　

田
）

◎

理

事

増
　
井
　
俊
　
一
（
太　

田
）

理

事

矢
　
竹
　
有
　
至
（
福　

岡
）

◎

監

事

杉
　
本
　
　
　
進
（
立　

野
）

監

事

澤
　
合
　
文
　
雄
（
醍　

醐
）

◎

監

事

出
　
口
　
　
　
勇
（
大　

滝
）

相
談
役

川
　
田
　
正
　
信

会

員

和
　
田
　
　
　
徹
（
平　

米
）

会

員

米
　
島
　
義
　
三
（
下　

関
）

会

員

古
國
府
　
信
　
二
（
博　

労
）

★

会

員

佐
　
賀
　
儀
　
明
（
横　

田
）

会

員

下
　
山
　
　
　
実
（
川　

原
）

★

会

員

牧
　
　
　
　
　
隆
（
成　

美
）

★

会

員

橋
　
本
　
善
　
明
（
能　

町
）

会

員

月
　
安
　
幸
　
三
（
木　

津
）

会

員

金
　
元
　
三
知
雄
（
小　

勢
）

会

員

細
　
川
　
俊
　
治
（
石　

堤
）

★

会

員

杉
　
本
　
孝
　
之
（
国　

吉
）

会

員

坂
　
　
　
廣
　
志
（
伏　

木
）

★

会

員

牧
　
野
　
光
　
男
（
古　

府
）

会

員

山
　
本
　
睦
　
男
（
北
般
若
）

会

員

上
　
田
　
義
　
一
（
是　

戸
）

会

員

蔭
　
島
　
邦
　
男
（
中　

田
）

会

員

澤
　
中
　
幹
　
夫
（
山　

王
）

★

会

員

舘
　
田
　
俊
　
男
（
西
五
位
）

★

会

員

田
　
畑
　
公
　
生
（
五
位
山
）

★

会

員

山
　
崎
　
久
　
栄
（
赤　

丸
）

◎
印
は
新
役
員

★
印
は
新
会
員

若
野
副
会
長
逝
去

さ
る
３
月
15
日
、
高
岡
市
連
合
自
治

会
副
会
長　

若
野
富
男
氏
が
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

同
氏
は
平
成
21
年
度
よ
り
横
田
校
下

連
合
自
治
会
長
に
就
任
し
て
以
来
10
年

に
わ
た
り
、
よ
り
良
い
地
域
社
会
づ
く

り
や
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
に
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

高
岡
市
連
合
自
治
会
会
計

杉
森
　
利
二

昨
年
７
月
の
豪
雨
で
は
、
河
川
の
氾

濫
や
洪
水
・
土
砂
災
害
の
発
生
、
９
月

の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
は
、
多
く

の
家
屋
が
倒
壊
し
、
尊
い
人
命
が
奪
わ

れ
る
な
ど
、
各
地
域
に
甚
大
な
被
害
が

あ
り
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
被
害
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
様
に

は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

災
害
発
生
後
か
ら
、
高
岡
市
連
合
自

治
会
で
は
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
の

助
け
と
な
る
よ
う
、
住
民
の
皆
様
に
募

金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
額

の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
本
紙
面

を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
の
支
援
活
動
に
賛
同
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
か
ら
の
義
援
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
11
月
に
、
預
託
先
を
通
じ
て

被
災
地
に
送
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
預
託

先
及
び
金
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の

と
お
り
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

義
援
金
募
金
総
額

６
４
８
万
１
７
１
円

預
託
先・高
岡
市
共
同
募
金
委
員
会

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。「

令
和
」
新
時
代
の
幕
開
け

平
成
30
年
７
月
豪
雨
・

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
へ
の

義
援
金
の
お
礼

特殊詐欺に
注意！

不
審
な
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル

が
届
い
た
ら
詐
欺
を
疑
い
、

一人
で
悩
ま
ず
、消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
岡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ：２
０-

１
５
２
２

（１） （４）



さ
て
、
高
岡
市
内
に
は
各
校
下
・
地
区
に

様
々
な
獅
子
舞
が
あ
り
ま
す
が
、当
地
区
で

も
、現
在
、７
団
体
の
獅
子
が
活
動
し
て
い

ま
す
。
荒
見
崎
と
蔵
野
町
で
は
、２
町
が
協

力
し
て
、近
隣
の
介
護
施
設
で
獅
子
舞
を
演

じ
て
お
り
、施
設
利
用
者
に
大
変
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、上
北
島
と

石
塚
で
は
、
ス
ー
パ
ー
の
駐
車
場
で
趣
向

凝
ら
し
た
新
演
目
に
挑
戦
す
る
な
ど
し
て

５
０
０
人
も
の
見
物
客
を
魅
了
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
獅
子
舞
が
盛
ん
な
福
田
地

区
で
す
が
、近
年
は
、少
子
高
齢
化
や
進
学
・

就
職
で
地
元
を
離
れ
る
若
者
の
増
加
に
よ
っ

て
担
い
手
が
不
足
し
て
お
り
、地
域
の
貴
重

な
文
化
の
存
続
や
継
承
に
つ
い
て
懸
念
を

し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、平
成
30
年
度
に
、地
域
内
外
の

人
に
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、近
隣

の
地
区
と
の
連
携
や
交
流
を
広
げ
、獅
子
舞

６
月
12
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
高

岡
に
お
い
て
本
年
度
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
で
は
、
平
成
30
年
度
事
業
報
告
・
収

支
決
算
報
告
、令
和
元
年
度
事
業
計
画（
案
）・

収
支
予
算（
案
）、役
員
の
補
充
が
審
議
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

前
年
度
の
主
な
活
動
内
容
及
び
今
年
度
の

事
業
計
画
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
30
年
度
に
実
施
し
た
主
な
事
業

・「
市
連
自
治
会
だ
よ
り
」
編
集
委
員
会

（
５
・
６
・
７
月
）

・
総
会
及
び
市
当
局
、
市
議
会
と
の
懇
談
会

（
６
月
）

・
県
内
視
察
研
修

（
７
月
）

・「
市
連
自
治
会
だ
よ
り
」
の
発
行
（
８
月
）

・
市
当
局
と
の
懇
談
会

（
８
月
）

・
県
連
高
岡
・
射
水
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
９
月
）

・
県
外
視
察
研
修

（
11
月
）

・
平
成
30
年
７
月
豪
雨
及
び
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
の
義
援
金
の
贈
呈

（
11
月
）

・
平
成
31
年
度
高
岡
市
に
対
す
る
要
望
書

提
出

（
11
月
）

・
市
当
局
と
の
新
春
懇
談
会

（
１
月
）

令
和
元
年
度
の
主
な
事
業
計
画

Ⅰ　

高
岡
市
連
合
自
治
会
は
、
市
勢
の
発
展

と
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
豊
か
で
明
る
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄

平
成
30
年
度
に
実
施
し
た
主
な
事
業

令
和
元
年
度
の
主
な
事
業
計
画

与
す
る
た
め
、
各
校
下
（
地
区
）
連
合

自
治
会
相
互
の
連
携
の
基
に
、
行
政
及

び
関
係
団
体
と
の
相
互
協
力
・
協
調
を

図
り
、
本
会
の
目
的
達
成
の
た
め
、
次

に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
。

Ⅱ　

事
業
内
容

①
よ
り
良
い
地
域
社
会
づ
く
り
へ
の
提
言

②
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

事
業

③
福
祉
活
動
及
び
男
女
平
等
・
共
同
参

画
事
業

④
環
境
美
化
・
保
健
衛
生
事
業

⑤
情
報
発
信
事
業

⑥
先
進
地
視
察
等
研
修
事
業

栄
誉
に
輝
く

　

■
春
の
叙
勲

杉
江
　
幸
男
　
氏
（
東
五
位
）

　

■
市
功
労
表
彰

山
口
　
征
市
　
氏
（
二
　
上
）

　

牧
野
校
下
連
合
自
治
会
長

大
坂　

昭
輔

現
在
、
牧
野
校
下
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
や
中

国
、ベ
ト
ナ
ム
な
ど
外
国
籍
の
住
民
が
、約

４
０
０
名
居
住
し
て
お
り
、市
内
で
は
野
村

地
区
に
次
い
で
２
番
目
に
多
い
地
区
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、こ
れ
ま
で
地
域
住

民
と
外
国
籍
住
民
と
は
、「
言
葉
」や「
文
化
」

が
障
害
と
な
っ
て
、う
ま
く
交
流
が
進
ん
で

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
、こ

れ
か
ら
も
増
加
が
予
想
さ
れ
る
外
国
籍
住

民
と
地
域
住
民
の
相
互
理
解
が
深
ま
る
こ

と
で
、地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
と
考
え
、

牧
野
地
区
に
お
い
て
、平
成
30
年
10
月
か
ら

31
年
３
月
ま
で
に「
地
域
交
流
サ
ロ
ン
」を

６
回
開
催
し
ま
し
た
。
交
流
サ
ロ
ン
で
は
、

外
国
籍
住
民
が
日
常
生
活
に
必
要
な
日
本

語
を
習
得
で
き
る
よ
う
、日
本
語
学
習
を
支

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
も
視
野
に
入

れ
て
、地
域
組
織
に
よ
る
外
国
籍
住
民
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
設
け
る

こ
と
を
重
視
し
ま
し
た
。

第
１
回
交
流
サ
ロ
ン
は
、お
互
い
の
自
己

紹
介
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、一
同
緊
張
の

せ
い
か
ど
こ
と
な
く
ぎ
こ
ち
な
く
、言
葉
の

壁
を
乗
り
越
え
て
相
互
理
解
と
交
流
を
図

ろ
う
と
す
る
交
流
サ
ロ
ン
は
、大
変
困
難
な

こ
と
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、そ
の
後
、日
本
に
長
く

滞
在
し
て
お
り
日
本
語
の
堪
能
な
外
国
籍

住
民
の
積
極
的
な
参
画
や
、異
文
化
に
高
い

関
心
を
持
つ
地
域
住
民
が
中
核
と
な
っ
て
、

平
米
校
下
自
治
会
連
合
会
長

和
田　
　

徹

平
米
校
下
は
、山
町
筋
と
よ
ば
れ
る
商
家

の
土
蔵
造
り
の
家
な
ど
伝
統
的
な
建
造
物

が
建
ち
並
ぶ
街
並
み
を
有
す
る
地
域
で
す
。

近
世
の
歴
史
を
紐
解
く
と
、
高
岡
市
で
は

１
９
０
０
年
に
大
火
災
が
発
生
し
、当
時
の

町
の
約
６
割
、山
町
筋
の
家
屋
の
ほ
と
ん
ど

が
被
災
し
ま
し
た
。
そ
の
火
災
に
お
い
て
、

元
々
土
蔵
造
り
で
あ
っ
た
数
軒
の
家
屋
が

福
田
地
区
自
治
振
興
会
長

森
田　

和
夫

福
田
地
区
は
、高
岡
Ｉ
Ｃ
ま
で
車
で
５
分
、

新
高
岡
駅
に
は
10
分
以
内
、あ
い
の
風
鉄
道

高
岡
や
ぶ
な
み
駅
に
隣
接
す
る
南
北
に
細

長
い
地
区
で
あ
り
、９
つ
の
単
位
自
治
会
に

約
７
５
０
世
帯
が
住
ん
で
い
る
小
さ
な
地

域
で
す
。

令
和
元
年
度

　
　
定
期
総
会
の
開
催

牧
野
校
下

　「
地
域
交
流
サ
ロ
ン
」の

取
組
み
に
つ
い
て

町
衆
文
化
の
発
信
拠
点

「
山
町
ヴ
ァ
レ
ー
」

伝
統
を
活
か
す

焼
け
残
り
被
災
を
免
れ
た
こ
と
で
、そ
の
後

の
防
災
の
取
組
み
と
し
て
、山
町
筋
は
、防

火
性
の
高
い
土
蔵
造
り
の
家
屋
に
よ
り
再

建
し
て
い
き
ま
し
た
。
現
在
も
、大
火
か
ら

の
再
興
に
建
て
ら
れ
た
土
蔵
造
り
や
真
壁

造
り
の
家
屋
の
ほ
か
、前
面
を
西
洋
風
に
し

た
家
屋
、赤
レ
ン
ガ
造
り
の
旧
銀
行
社
屋
な

ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、そ
の
よ
う
な
歴
史
を
も
つ
山
町
筋

で
す
が
、日
本
遺
産
や
国
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
と
し
て
選
定
さ
れ
た
こ

と
で
、近
年
は
、伝
統
的
建
造
物
の
補
修
や

改
修
、無
電
柱
化
な
ど
景
観
保
存
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
は
、

高
岡
御
車
山
会
館
や
山
町
茶
屋
な
ど
、観
光

客
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
施
設
が
増
え

て
お
り
、休
日
な
ど
に
は
特
に
お
客
様
が
多

く
な
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、平
成
29
年
に
は
、元
文
具
商
で

あ
っ
た「
旧
谷
道
家
」を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
た
山
町
ヴ
ァ
レ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
山
町
ヴ
ァ
レ
ー
に
は
、飲
食
店
や
工
芸

品
を
取
り
扱
う
テ
ナ
ン
ト
が
入
居
し
て
い

る
ほ
か
、自
由
に
入
れ
る
共
用
ス
ペ
ー
ス
や

中
庭
も
整
備
さ
れ
、訪
れ
た
人
が
ひ
と
休
み

で
き
る
憩
い
の
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
高

岡
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
誠
に
貴
重
な

施
設
で
あ
り
、県
内
外
の
方
だ
け
で
な
く
外

国
の
方
々
に
も
魅
力
的
で
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
岡
市
民
の
方
で
も
、ま
だ
利
用
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、ぜ
ひ
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
高
岡
が
誇
る
町
衆
に
よ
っ
て

文
化
が
興
り
、そ
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
た

歴
史
と
と
も
に
新
た
な
高
岡
の
魅
力
が
つ

ま
っ
た
こ
の
施
設
が
末
永
く
市
民
に
愛
さ

れ
活
用
さ
れ
、新
元
号
令
和
の
も
と
、新
し

い
時
代
が
高
岡
市
及
び
平
米
校
下
に
と
っ

て
素
晴
ら
し
い
も
の
と
な
る
こ
と
を
心
か

ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
、佐
野
地
区
や
二

塚
校
下
と
も
連
携
し
、「
福
田
・
佐
野
・
二
塚

獅
子
舞
マ
ッ
プ
」の
作
成
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
こ
の
獅
子
舞
マ
ッ
プ
を
手
に
取
っ
て
観

覧
に
来
る
方
も
お
り
、大
変
好
評
を
博
し
ま

し
た
。
ま
た
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
新
聞
な

ど
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
く
な
ど
の
反
響

が
多
数
あ
り
、獅
子
舞
を
演
じ
る
担
い
手
が

励
ま
さ
れ
、舞
い
手
の
継
承
意
識
を
高
揚
さ

せ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

当
地
区
で
の
獅
子
舞
の
開
催
に
あ
た
っ

て
は
、遠
方
に
暮
ら
し
て
い
る
地
元
出
身
者

が
、新
幹
線
な
ど
を
乗
り
継
い
で
応
援
に
駆

け
つ
け
て
い
ま
す
。
地
域
の
行
事
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
は
大
変
で
す
が
、子
ど
も
や
住

民
が
興
味
や
関
心
を
持
ち
、地
域
を
愛
す
る

気
持
ち
を
醸
成
す
る
こ
と
で
、進
学
な
ど
で

地
元
を
離
れ
た
子
ど
も
の
Ｕ
タ
ー
ン
な
ど

に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
し
、継
続
し

て
い
く
に
は
、決
し
て
悲
観
的
に
な
ら
ず
、

昔
か
ら
持
っ
て
い
る
地
域
の
原
資
を
活
用
し
、

周
到
に
企
画
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
行
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
し
不
都
合
が

あ
れ
ば
反
省
し
て
次
に
活
か
す
こ
と
と
し
て
、

行
動
あ
る
の
み
を
信
条
に
、こ
れ
か
ら
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
令
和
元
年
の
獅
子
舞
祭
り
は
、

10
月
13
日（
日
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。
共
演

会
は
午
後
２
時
頃
の
予
定
な
の
で
、獅
子
舞

マ
ッ
プ
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、是
非
ご
観
覧

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
お
越

し
を
楽
し
み
に

待
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
募
集
や
楽
し
い
事
業
を
立
案
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、回
を
重
ね
る
に
つ

れ
て
会
話
が
弾
ん
で
笑
み
も
こ
ぼ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
、餅
つ
き
体
験
や
蕎
麦
打
ち
体
験
で

は
外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、そ

の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
も
日
本
の
よ
き
伝

統
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、シ
リ
ア
の
ス
イ
ー
ツ
作
り
や
ハ
ラ
ル

カ
レ
ー
作
り
で
は
、こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
文
化
に
実
際
に
接
し
た
こ
と
で
、地
域
住

民
の
異
文
化
に
対
す
る
理
解
が
一
層
深
ま
っ

た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、外
国
人
の
受
け
入
れ
の
増
加
が

さ
ら
に
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、当
地
区
に

お
い
て
も「
地
域
交
流
サ
ロ
ン
」で
培
わ
れ

た
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、外
国
籍
住
民
と

の
交
流
や
相
互
理
解
を
一
層
深
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（３） （２）


